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４

高
度
専
門
職
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
者
に

係
る
所
属
機
関
等
に
関
す
る
届
出
に
関
す
る
規
定
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
九
条
の
一
六
関
係
）

５

高
度
専
門
職
の
在
留
資
格
の
変
更
の
特
則
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
〇
条
の
二
関

係
）

６

高
度
専
門
職
の
在
留
資
格
の
取
消
し
に
関
す
る
規
定

を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
二
条
の
四
第
一
項
第

六
号
関
係
）

７

特
定
登
録
者
カ
ー
ド
等
の
携
帯
及
び
提
示
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
三
条
関
係
）

８

退
去
強
制
に
関
す
る
規
定
の
整
備

^

船
舶
観
光
上
陸
許
可
書
に
記
載
さ
れ
た
期
間
を
経

過
し
て
本
邦
に
残
留
す
る
者
等
を
退
去
強
制
事
由
に

加
え
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
四
条
第
六
号
、
第
六
号

の
二
及
び
第
六
号
の
三
関
係
）

_

入
国
警
備
官
は
、
退
去
強
制
令
書
の
執
行
に
関
し

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体

に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第
五
二
条
第
七
項
関
係
）

９

短
期
滞
在
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人

で
有
効
な
旅
券
を
所
持
す
る
も
の
が
、
指
定
旅
客
船
で

出
国
し
、
一
五
日
以
内
に
再
入
国
す
る
と
き
は
、
原
則

と
し
て
再
入
国
許
可
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
二
六
条
の
三
関
係
）

３

船
舶
観
光
上
陸
許
可
に
係
る
規
定
の
整
備

^

入
国
審
査
官
は
、
法
務
大
臣
が
指
定
す
る
旅
客
船

（
以
下
「
指
定
旅
客
船
」
と
い
う
。）に
乗
っ
て
い
る

外
国
人
乗
客
が
、
当
該
指
定
旅
客
船
が
本
邦
に
あ
る

間
、
観
光
の
た
め
、
本
邦
の
出
入
国
港
に
お
い
て
下

船
す
る
都
度
当
該
出
入
国
港
か
ら
当
該
指
定
旅
客
船

が
出
港
す
る
ま
で
の
間
に
帰
船
す
る
こ
と
を
条
件
と

し
て
、
出
国
す
る
ま
で
の
間
三
〇
日
（
本
邦
内
の
寄

港
地
の
数
が
一
で
あ
る
航
路
に
就
航
す
る
指
定
旅
客

船
に
乗
っ
て
い
る
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
七
日
）
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
上
陸
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
旅
客
船
の
長
等
か
ら
申
請

が
あ
っ
た
と
き
は
、
船
舶
観
光
上
陸
を
許
可
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第
一
四
条
の
二
第
一
項

関
係
）

_

入
国
審
査
官
は
、
指
定
旅
客
船
に
乗
っ
て
い
る
外

国
人
乗
客
が
、
三
〇
日
を
超
え
な
い
期
間
内
に
お
い

て
、
数
次
に
わ
た
り
、
当
該
指
定
旅
客
船
が
本
邦
に

あ
る
間
、
観
光
の
た
め
、
^

と
同
様
の
条
件
で
上
陸

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定

旅
客
船
の
長
等
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
と
き
で
あ
っ

て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
船
舶
観
光

上
陸
の
許
可
（
以
下
「
数
次
船
舶
観
光
上
陸
許
可
」

と
い
う
。）を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第

一
四
条
の
二
第
二
項
関
係
）

`

^

又
は
_

の
許
可
に
係
る
手
続
及
び
当
該
許
可
の

取
消
し
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
四
条
の
二
第
三
項
〜
第
九
項
関
係
）

10

報
告
の
義
務
に
関
す
る
規
定
の
整
備

^

本
邦
に
入
る
指
定
旅
客
船
の
長
は
、
当
該
指
定
旅

客
船
に
数
次
船
舶
観
光
上
陸
許
可
を
受
け
て
い
る
者

が
乗
っ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
指
定
旅
客
船
が
出
入

国
港
に
到
着
す
る
都
度
、
直
ち
に
、
そ
の
者
の
氏
名

そ
の
他
の
事
項
を
そ
の
出
入
国
港
の
入
国
審
査
官
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
七

条
第
四
項
関
係
）

_

本
邦
の
出
入
国
港
か
ら
出
発
す
る
指
定
旅
客
船
の

長
は
、
当
該
出
入
国
港
の
入
国
審
査
官
の
要
求
が

あ
っ
た
と
き
は
、
船
舶
観
光
上
陸
の
許
可
を
受
け
た

者
が
そ
の
指
定
旅
客
船
に
帰
船
し
て
い
る
か
ど
う
か

を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五

七
条
第
六
項
関
係
）

`

入
国
審
査
官
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

本
邦
に
入
る
航
空
機
を
運
航
す
る
運
送
業
者
そ
の
他

の
者
に
対
し
、
当
該
航
空
機
が
出
入
国
港
に
到
着
す

る
前
に
、
当
該
航
空
機
に
係
る
予
約
者
、
当
該
予
約

者
に
係
る
予
約
の
内
容
、
当
該
予
約
者
の
携
帯
品
等

に
関
す
る
事
項
を
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
、
報
告
を
求
め
ら
れ
た
者
は
、
当

該
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第

五
七
条
第
八
項
及
び
第
九
項
関
係
）

11

法
務
大
臣
は
、
２
の
`

の
登
録
又
は
再
入
国
の
許
可

に
関
す
る
処
分
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、

入
国
審
査
官
に
事
実
の
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
し
た
。（
第
五
九
条
の
二
第
一
項
関
係
）

12

特
定
登
録
者
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
と
き
の
手
数

料
を
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
七
条
の
二
関

係
）

13

罰
則
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
七
〇
条
第
一
項
第
七
号
、
第
七
号
の
二
、
第
七

二
条
第
二
号
、
第
七
六
条
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
七

七
条
第
二
号
関
係
）

14

別
表
第
一
の
整
備

^

高
度
専
門
職
の
項
を
加
え
、
高
度
専
門
職
第
一
号

の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
が
行
う
こ

と
が
で
き
る
活
動
と
し
て
、
高
度
の
専
門
的
な
能
力

を
有
す
る
人
材
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に

適
合
す
る
者
が
行
う
一
定
の
活
動
で
あ
っ
て
我
が
国

の
学
術
研
究
又
は
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
も
の
を
、
高
度
専
門
職
第
二
号
の
在
留

資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
が
行
う
こ
と
が
で

き
る
活
動
と
し
て
、
第
一
号
の
活
動
を
行
っ
た
者
で

あ
っ
て
そ
の
在
留
が
我
が
国
の
利
益
に
資
す
る
も
の

と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の

が
行
う
一
定
の
活
動
を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別

表
第
一
の
二
の
表
関
係
）

_

投
資
・
経
営
の
項
を
経
営
・
管
理
の
項
と
し
、
経

営
・
管
理
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
の
規
定
を
整
理
す
る
こ

と
と
し
た
。（
別
表
第
一
の
二
の
表
関
係
）

`

人
文
知
識
・
国
際
業
務
の
項
を
削
り
、
技
術
の
項

を
技
術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
の
項
と
し
、
技

術
・
人
文
知
識
・
国
際
業
務
の
在
留
資
格
を
も
っ
て

在
留
す
る
外
国
人
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
の
規

定
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
の
二
の
表

関
係
）

a

留
学
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国
人
が

行
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
に
中
学
校
又
は
小
学
校
等

に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
活
動
を
加
え
る
こ
と
と
し

た
。（
別
表
第
一
の
四
の
表
関
係
）

b

特
定
活
動
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
在
留
す
る
外
国

人
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
活
動
の
規
定
を
整
理
す
る

こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
の
五
の
表
関
係
）

15

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平
成
二
七
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

◇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
法
律
第
七
四
号
）（
法
務
省
）

１

高
度
専
門
職
の
在
留
資
格
（
別
表
第
一
の
二
の
表
の

高
度
専
門
職
の
項
の
下
欄
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限

る
。）に
伴
う
在
留
期
間
の
上
限
を
設
け
な
い
こ
と
と
し

た
。（
第
二
条
の
二
第
三
項
関
係
）

２

上
陸
の
手
続
に
係
る
規
定
の
整
備

^

別
表
第
一
の
二
の
表
の
高
度
専
門
職
の
項
の
下
欄

第
二
号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、

第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
し
な

い
も
の
と
し
た
。（
第
七
条
第
一
項
第
二
号
関
係
）

_

入
国
審
査
官
は
、
`

の
登
録
を
受
け
、
か
つ
、
上

陸
の
申
請
に
際
し
て
個
人
識
別
情
報
を
提
供
し
て
い

る
外
国
人
が
上
陸
の
た
め
の
条
件
に
適
合
し
て
い
る

と
認
定
し
た
と
き
は
、
氏
名
、
上
陸
年
月
日
そ
の
他

の
事
項
を
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に

記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
こ
の
場
合
に

お
い
て
は
、
上
陸
許
可
の
証
印
を
す
る
こ
と
を
要
し

な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
第
四
項
関
係
）

`

法
務
大
臣
は
、
別
表
第
一
の
三
の
表
の
短
期
滞
在

の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
を
行
お
う
と
す
る
者
で

あ
る
こ
と
、
個
人
識
別
情
報
を
提
供
し
て
い
る
こ
と

な
ど
所
定
の
要
件
を
満
た
す
者
が
、
_

の
記
録
を
受

け
る
こ
と
を
希
望
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
の
登
録
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。（
第
九
条
第
八
項

関
係
）

a

`

の
登
録
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
外
国
人
に
対

し
、
特
定
登
録
者
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
、

同
カ
ー
ド
の
記
載
事
項
、
有
効
期
間
等
に
関
す
る
規

定
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
九
条
の
二
関
係
）

◇
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
及
び
公
的
年
金
制
度
の
健
全

性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に

関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二
一

四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

一

確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

企
業
型
年
金
の
掛
金
の
拠
出
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

二

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
関

係
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
経
過
措
置
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
四
項

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

た
公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及
び
信
頼
性
の
確
保
の
た

め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
第
三

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
確
定
拠
出
年
金
法
施
行
令

に
つ
い
て
、
一
と
同
様
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
第
二
条
関
係
）

三

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

š


		2014-06-17T15:11:26+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




